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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月25日(2012.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　疾患の識別子と前記疾患に関する検査項目とを関連付けたテーブルを記憶する記憶部と
、
　入力された疾患の識別子に対応する検査項目を前記テーブルを用いて特定する特定部と
、
　前記特定された検査項目について異常があるか否か確認するための所見の確認項目を有
するチェックリストを生成する生成部と、
　前記生成されたチェックリストを表示する表示部と、
　を具備する画像診断支援システム。
【請求項２】
　前記特定部は、医用画像からＣＡＤ処理により抽出した疾患の識別子に基づいて、前記
検査項目を特定する、ことを特徴とする請求項１記載の画像診断支援システム。
【請求項３】
　前記表示部は、医用画像と、医用画像からＣＡＤ処理により異常領域を抽出した結果を
表示するものであり、
　前記特定部は、前記表示部に表示されたＣＡＤ処理の結果をユーザが選択した際、前記
選択された結果に対応する疾患の識別子を用いて前記検査項目を特定する、
　ことを特徴とする請求項２記載の画像診断支援システム。
【請求項４】
　前記表示部は、医用画像と、医用画像からＣＡＤ処理により異常領域を抽出した結果と
共に、前記チェックリストを表示する、ことを特徴とする請求項１記載の画像診断支援シ
ステム。
【請求項５】
　疾患の識別子と前記疾患に関連する他の疾患とを優先度で関連付けた第１テーブルを記
憶する第１記憶部と、
　前記疾患の識別子と前記疾患に関する検査項目とを関連付けた第２テーブルを記憶する
第２記憶部と、
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　検査項目とＣＡＤ結果と医用画像とを関連付けて記憶する第３記憶部と、
　入力された疾患の識別子に対応する確認疾患を前記第１テーブルを用いて特定する確認
疾患特定部と、
　前記入力された疾患の識別子に対応する検査項目を前記第２テーブルを用いて特定する
検査項目特定部と、
　前記特定された検査項目に対応するＣＡＤ結果を前記第３記憶部を用いて特定するＣＡ
Ｄ結果特定部と、
　前記特定された確認疾患、検査項目、及びＣＡＤ結果に基づいて前記特定された検査項
目について異常があるか否かを確認するための所見の確認項目を有するチェックリストを
生成するリスト生成部と、
　前記生成されたチェックリストを表示するリスト表示部と、
　前記チェックリストに含まれ、ユーザにより選択された検査項目に対応するモダリティ
の予約状況を表示する予約状況表示部と、
　前記チェックリストに含まれ、ユーザにより選択されたＣＡＤ結果名に対応するＣＡＤ
結果に前記第３記憶部において関連付けられた医用画像を表示する画像表示部と、
　前記チェックリストに含まれる未実施の検査項目が実行された場合、前記実行された検
査項目に関するＣＡＤ結果のデータを生成するＣＡＤ結果生成部と、
　前記生成されたＣＡＤ結果に応じて前記チェックリストを更新するリスト更新部と、
　を具備する画像診断支援システム。
【請求項６】
　疾患の識別子と前記疾患に臨床学的に関連する他の疾患の識別子とを関連付けた第１テ
ーブルを記憶する第１記憶部と、
　前記疾患の識別子と前記疾患に関する検査項目とを関連付けた第２テーブルを記憶する
第２記憶部と、
　前記疾患の識別子のうちの、ユーザにより入力された疾患の識別子に前記第１テーブル
上で関連付けられた他の疾患の識別子を特定する第１特定部と、
　前記特定された識別子に前記第２テーブル上で関連付けられた検査項目を特定する第２
特定部と、
　前記特定された検査項目について異常があるか否か確認するための所見の確認項目を有
する表示画像のデータを生成する生成部と、
　前記生成された表示画像を表示する表示部と、
　を具備する画像診断支援システム。
【請求項７】
　前記表示部は、ユーザにより前記確認項目が選択された場合、前記選択された確認項目
についての詳細な確認項目を表示する、ことを特徴とする請求項６記載の画像診断支援シ
ステム。
【請求項８】
　前記第２テーブルは、前記疾患の識別子と前記検査項目とを前記検査項目の前記疾患に
対する寄与度とに応じて関連付け、
　前記生成部は、前記特定された検査項目を前記寄与度順に並べて前記表示画像を生成す
る、
　ことを特徴とする請求項６記載の画像診断支援システム。
【請求項９】
　前記検査対象に関する前記検査項目ごとの臨床データを入力する入力部をさらに備え、
　前記第２特定部は、前記検査対象の疾患の識別子に前記第２テーブル上で関連付けられ
た検査項目を特定し、
　前記生成部は、前記特定された検査項目に関する臨床データを前記記憶部から読み出し
、前記読み出された臨床データを前記表示画像に含める、
　ことを特徴とする請求項６記載の画像診断支援システム。
【請求項１０】
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　前記生成部は、前記検査項目を検査するために必要なモダリティに関する空き情報を前
記表示画像に含める、ことを特徴とする請求項６記載の画像診断支援システム。
【請求項１１】
　疾患の識別子と前記疾患の緊急度とを関連付けた第１テーブルを記憶する記憶部と、
　前記疾患の識別子と前記疾患に関する検査項目とを関連付けた第２テーブルを記憶する
第２記憶部と、
　前記疾患の識別子のうちの検査対象の疾患が所定の緊急度を有するか否かを前記第１テ
ーブルに基づいて判定する判定部と、
　前記判定部により前記検査対象の疾患が前記所定の緊急度を有すると判定された場合、
前記検査対象の疾患の識別子に前記第２テーブル上で関連付けられた検査項目を特定する
特定部と、
　前記特定された検査項目について異常があるか否かを確認するための所見の確認項目を
チェックリスト形式で表示する表示部と、
　を具備する画像診断支援システム。
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